
今日は、鳴門市クリーンセンターの

見学に来ています。

まず、マイバックづくりに挑戦です。

アイロンを使うのは初めて。

「こがさずに、うまく出来るかな・・・」

ドキドキです。

「完成！私たちのマイバックが、

こんなにきれいに出来上がりました。」

「早く、使いたいな！」

EM 石鹸もあったよ！

クリーンセンター環境学習館では、

きれいなマイバックを、無料で作る

ことが出来ます。（事前申し込みが必要）

2 人もこれからは、マイバックで

お出かけします。

「みんなも、マイバックを使おうね！」

～「うずしおくん」と「うずひめちゃん」の鳴門めぐり～

鳴門市クリーンセンターの巻



中央操作室を見学。

「詳しく説明してもらったよ。」

クレーン操作を体験。

「うまく出来るかな？」

作業の様子を、真剣に見学。

「すごい施設だね！」

ペットボトルが運ばれていく様子

を見学。

「ペットボトルは、ちゃんと

再生利用されているんだね。」



ごみ処理システムのパネルでお勉強。

「うーん。むずかしいね。」

EM 活性液をお持ち帰り。

「きれいな水環境のために、使ってみよう！」

「いろいろな取り組みがあるんだね。」

「私たちも、がんばらなくちゃ」

「いつか、フクロウと会いたいな」



絶滅危惧種のカワバタモロコと初対面。

「元気に泳いでいるね」

「え？どこどこ、見えないよ」

「うわー。すてきな作品がいっぱい！」

「すごいね！でも、ぼくも、

うずひめちゃんも、いないなぁ・・・」

展示された自転車に乗ってみたい、うずひめちゃん。

同じく、展示されたルームランナーで、メタボ解消

に のために運動しようとする、うずしおくん。

でも、あまりのメタボにルームランナーにも、

「乗れないよー」と、メタボ解消を堅く決意する、

うずしおくんでした。

でも、クリーンセンターの見学だったよね・・・？

今度は、真面目に、

ごみ減量スローガンコンクールの入賞作品

を見学。

「うん、うん。勉強になるね」

本当に・・・？



玄関には、インクカートリッジ里帰りプロジェクトの回収箱が置かれていました。

「みんな、回収に協力してね。」

今日は、鳴門市クリーンセンターを見学してきました。

「とっても勉強になりました。案内してくださったみなさん、ありがとうございます。」

「みんなも、ぜひ遊びにきてね」


